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14 CIRAS Discussion Paper No. 80 装いと規範―現代におけるムスリム女性の選択とその行方
の世界に生きているのか、生きたいと思っているの
かが、その装いを通して見えることがあるのです。
　さらに、エジプトという文脈から出て、より広い世
界に目を向けたとき、ニカーブから何が見えてくる
のでしょうか。たとえばサラフ主義社会と呼びうる
ものの存在が浮かび上がってきそうです。ここでい
うサラフ主義とは、一定のグループや集団ではなく
て、先ほど言ったような、考え方、方法論を持つ人た
ちということですが、そういう社会があって、それが
現在ヨーロッパにも入って、たとえばイギリスやフ
ランスにも広がっている。そんな状況が見えてきま
す。以上が報告となります。ご清聴ありがとうござい
ました。
■質疑応答
村上薫（司会）どうもありがとうございました。社会と
いう言葉をキーワードとして、それが単一ではない、
あるいは理想として自分が構築する社会もあるので
はないかという趣旨のお話であったと思います。で
は、事実関係の確認を中心に質問をお願いしたいの
ですが、どなたかいらっしゃいますか。
帯谷知可　ご報告の中で手袋のお話が出てきたので
すが、手袋については私はほとんど聞いたことがな
く、どのような議論があるか教えていただけますか。
後藤　手袋は、基本的にニカーブとセットなのです。
「顔と両手を除いて」というハディースがあって、手
も覆うべき部分であると考えられているので、サラ
フ主義の議論では、基本的に顔と両手を覆うという
ものがあります。
